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「
平
成
27
年
度
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の

取
組
状
況
に
つ
い
て
」

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
は
︑
平
地
地
域
と

の
生
産
条
件
格
差
に
関
す
る
不

利
を
補
正
す
る
た
め
︑
農
用
地

面
積
に
応
じ
た
交
付
金
を
交
付

し
︑
担
い
手
の
育
成
等
に
よ
る

農
業
生
産
の
維
持
を
通
じ
て
︑

耕
作
放
棄
の
防
止
と
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
︒

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
︑
第
１

期
対
策
（
平
成
1₂
年
度
～
平
成

16
年
度
）
︑
第
２
期
対
策
（
平

成
1₇
年
度
～
平
成
₂1
年
度
）
︑

第
３
期
対
策
（
平
成
₂₂
年
度
～

平
成
₂6
年
度
）
を
終
え
︑
平
成

₂₇
年
度
よ
り
﹃
農
業
の
有
す
る

多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に

関
す
る
法
律
﹄
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
︐
法
律
に
基
づ
い

て
行
な
わ
れ
る
恒
久
的
な
制
度

と
な
り
ま
し
た
︒

　
現
在
︑
平
成
₂₇
年
度
か
ら
平

成
₃1
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
て
定
め
た
第
４
期
対
策
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
︒
集
落
内
で

の
協
議
に
よ
っ
て
定
め
た
集
落

の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
︑
自

律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
や
農
地
管
理
を
図
る
取
組

が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
︒

　
具
体
的
に
は
︑
草
地
の
簡
易

的
な
更
新
の
実
施
や
取
付
道
路

の
補
改
修
︑
農
道
・
営
農
用
水

の
管
理
︑
乳
質
改
善
︑
牛
舎
等

の
消
毒
作
業
︑
農
地
周
辺
林
地

の
枝
払
い
︑
環
境
整
備
を
目
的

と
し
た
集
会
所
周
辺
へ
の
植
樹

や
草
刈
等
の
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
︒

　
本
制
度
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
︑
耕
作
放
棄
の
防
止
︑
土

地
生
産
性
の
維
持
・
向
上
︑
担

い
手
の
育
成
等
に
よ
り
地
域
農

業
へ
の
効
果
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
︑
今
後
も
関
係

者
及
び
関
係
機
関
各
位
の
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
︑
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
︒

　
な
お
︑
平
成
₂₇
年
度
に
お
け

る
交
付
金
の
交
付
対

象
面
積
は
６
︑₁
₅
₀

ha
︑
協
定
参
加
農
家

数
98
戸
︑
交
付
金
総

額
は
₇
₃
︑
₈
₀
₀

千
円
と
な
っ
て
お
り
︑

集
落
別
の
事
業
概
要

に
つ
き
ま
し
て
は
︑

次
の
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
︒

●交付金の内訳
₇₃,₈₀₀,₉₈₈円

国費　₃₆,₉₀₀,₄₉₄円
道費　₁₈,₄₅₀,₂₄₆円
町費　₁₈,₄₅₀,₂₄₈円

●事業の概要

集落名 参加戸数
（戸）

対象面積
（㎡）

交付金額
（円） 取    組    内     容

問 寒 別 4₀ ₂₃,₇18,4₃9 ₂8,46₂,1₂6 簡易更新の実施、取付道路の補改修、農地・農道・営農用水管理、
乳質改善、牛舎等消毒作業の実施、集会所周辺の環境整備

幌 延 東 ₂4 1₂,6₀₀,₃₂₀ 1₅,1₂₀,₃84 簡易更新の実施、取付道路の補改修、農地・農道・営農用水管理、
集会所周辺の環境整備

幌 延 西 ₃4 ₂₅,18₂,₀6₅ ₃₀,₂18,4₇8 簡易更新の実施、取付道路の補改修、農地・農道・営農用水管理、
集会所周辺の環境整備、農地周辺林地の枝払い

計 ₉₈ ₆₁,₅₀₀,₈₂₄ ₇₃,₈₀₀,₉₈₈

（₉₈戸は重複参加のため、実数は₉₇戸）
（幌延東集落：開進集落、上幌延集落、北進集落（３期対策）

の３集落が合併）
（幌延西集落：幌延集落、下沼南集落、下沼北集落（３期対策）
の３集落が合併）

①電源立地地域対策交付金･････１億5,457万3千円
 ●町立診療所運営費・ ･･････････････････ 8,₀₀₀万₀千円
 ●町立認定こども園等運営費････････････ ₂,₀₀₀万₀千円
 ●町保健センター運営費････････････････ 1,₀₀₀万₀千円
 ●北留萌消防組合幌延支署運営費････････ 4,4₅₇万₃千円

②広報・調査等交付金･････････････ 1,260万0千円
 ●エネルギー関連施設見学会事業等･･･････ 998万₂千円
 ●深地層の研究等広報･･･････････････････ ₂₃₂万6千円
 ●資料収集業務等････････････････････････ ₂9万₂千円

※ 電源立地地域対策交付金を町立診療所運営経費等に充当することにより、
地域の活性化や福祉の充実を図っています。

○原子力立地給付金事業の実施について
　電気料金の値上げや消費税増税等に対する生活支援の観点から、電源立地
地域対策交付金の一部を給付金として交付します。（電灯契約口数×8,100円）

幌延町における電源三法交付金の使い道平成
28年度


